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「人間は磨けば輝くダイヤモンドの原石」 
 

私は、お互い人間はあたかもダイヤモンドの原石のごときものだと考えている。つま

り、ダイヤモンドの原石は磨くことによって光を放つ。しかもそれは、磨き方いかん、

カットの仕方いかんで、さまざまに異なるさん然とした輝きを放つのである。それと同

じように、人間はだれもが、磨けばそれぞれに光る、さまざまなすばらしい素質をもっ

ている。だから、人を育て、活かすにあたっても、まずそういう人間の本質というもの

をよく認識して、それぞれの人がもっているすぐれた素質が生きるような配慮をしてい

く。それがやはり、基本ではないか。もしそういう認識がなければ、いくらよき人材が

そこにあっても、その人を人材として活かすことは難しいと思う。 
 

（1979年（昭和54）9月 PHP研究所発行「人を活かす経営」より） 


